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山
梨
県
立
文
学
館
は
一
九
八
九
（
平
成
元
）

年
十
一
月
三
日
に
開
館
し
、
今
年
三
十
周
年
を

迎
え
る
。

　
三
十
周
年
記
念
展
覧
会
と
し
て
、
す
で
に
開

催
中
の
「
新
収
蔵
品
展
　
手
書
き
の
リ
ズ
ム
」

に
続
き
、
四
月
二
十
七
日
か
ら
特
設
展
「
太
宰

治
　
生
誕
110
年 

― 

作
家
を
め
ぐ
る
物
語 

― 

」

を
開
催
す
る
。

　
太
宰
治（
一
九
〇
九
～
一
九
四
八 

青
森
県
生

ま
れ
）
の
作
品
は
、色
褪
せ
な
い
魅
力
を
放
ち
、

今
も
多
く
の
読
者
を
得
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
生
涯
も
様
々
な
人
々
と
の
関
わ
り
や
出
来
事

が
織
り
な
す
物
語
に
彩
ら
れ
て
い
る
。

　
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
六
月
の
第
一
創

作
集
『
晩
年
』（
砂
子
屋
書
房
）
刊
行
に
は
、檀

一
雄
（
一
九
一
二
～
一
九
七
六
　
山
梨
県
都つ

る留

市
生
ま
れ
）の
尽
力
と
、編
集
を
担
当
し
た
浅
見

淵ふ
か
しに
宛
て
た
太
宰
の
必
死
の
懇
願
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
一
月
の

石
原
美
知
子
と
の
結
婚
は
、
井
伏
鱒
二
を
は
じ

め
、
井
伏
の
弟
子
の
高
田
英え

い

之の

助す
け

の
婚
約
者
と

そ
の
両
親
な
ど
、
多
く
の
人
々
の
配
慮
に
よ
っ

て
実
現
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
原
稿
の
注
文
を
記
し
た
ノ
ー
ト

「
創
作
年
表
」
が
示
す
戦
後
の
活
躍
な
ど
、作
品

だ
け
で
は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
太
宰
を

め
ぐ
る
物
語
を
、
所
蔵
資
料
を
中
心
に
紹
介
す

る
。
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
春
に
開
催

し
た
「
太
宰
治
展
　
生
誕
100
年
」
以
降
に
新
た

に
収
蔵
し
た
高
田
英
之
助
宛
太
宰
治
書
簡
、
妻

美
知
子
と
そ
の
実
家
石
原
家
に
関
わ
る
資
料
、

石
原
家
を
モ
デ
ル
に
し
た
津
島
佑
子
の
長
編
小

説
「
火
の
山
―
山
猿
記
」
原
稿
な
ど
も
展
示
す

る
。

　
な
お
、
展
覧
会
会
期
中
に
は
『
文
豪
ス
ト
レ

イ
ド
ッ
グ
ス
』
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
展
示
室
内

に
設
け
る
。

※
グ
ッ
ズ
な
ど
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

○
対
談
［
要
申
込 

定
員
１
５
０
名
］

「
太
宰
治
・
著
書
と
資
料
を
め
ぐ
っ
て
」

６
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

講
師
　
安
藤
宏
（
東
京
大
学
教
授
）

　
　
　
川
島
幸こ

う

希き

（
秀
明
大
学
学
長
）

会
場
　
研
修
室

○
講
座
（
年
間
文
学
講
座
３
）

［
要
申
込 

定
員
１
５
０
名
］

「
太
宰
治 

─ 

甲
府
で
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
」

６
月
２
日
（
日
）
午
後
２
時
～

講
師
　
保
坂
雅
子
（
当
館
学
芸
課
長
）

会
場
　
研
修
室

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
［
要
申
込 

定
員
20
名
］

「「
富
嶽
百
景
」ス
ノ
ー
ド
ー
ム
を
つ
く
ろ
う
」

５
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

講
師
　
穂
坂
優
（
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
）

対
象
　
小
学
生
以
上
　
材
料
費
５
０
０
円

会
場
　
研
修
室

○
閲
覧
室
資
料
紹
介

「
太
宰
治
を
読
む
」

４
月
27
日
（
土
）
～
６
月
23
日
（
日
）

＊
要
申
込
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
お
電
話
か
当
館
受

付
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
対
談
と
講
座

は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お
申
し
込
み

で
き
ま
す
。
入
場
無
料
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
材
料
費
が
か
か
り
ま
す
。

開
館
三
十
周
年
記
念
「
新
収
蔵
品
展

手
書
き
の
リ
ズ
ム
」
開
催
中

三
月
二
十
四
日
（
日
）
ま
で
　
観
覧
無
料

　
二
〇
一
八
年
に
新
た
に
収
蔵
し
た
約
八
十
点

の
資
料
を
展
示
。

　
与
謝
野
晶
子
、
飯
田
蛇
笏
、
中
村
星
湖
、
津

田
青
楓
の
書
、
芥
川
龍
之
介
、
武
田
泰
淳
の
原

稿
、
辻
邦
生
の
手
紙
、
や
ま
な
し
文
学
賞
小
説

部
門
受
賞
作
挿
絵
原
画
な
ど
、
多
彩
な
資
料
が

そ
ろ
う
。様
々
な
作
家
の
手
書
き
の
文
字
に
は
、

線
の
強
弱
や
書
か
れ
た
速
度
な
ど
、
独
特
の
リ

ズ
ム
が
あ
り
、
作
家
の
個
性
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。

山
梨
県
立
文
学
館
館報

1989(平成元)年
11月 創刊

第107号

「
心
づ
く
し
」
と
「
親
切
」 

 

中
島
京
子
　
２

開
館
三
十
周
年
記
念

　
特
設
展
「
太
宰
治 

生
誕
110
年 

― 

作
家
を

　
め
ぐ
る
物
語 

― 

」　
展
示
資
料
よ
り
 

３

閲
覧
室
よ
り
・
寄
贈
資
料
よ
り
 

４

館
か
ら
の
ご
案
内
 

５

教
育
普
及
事
業
報
告
 

６

第
二
十
七
回
や
ま
な
し
文
学
賞
結
果
・

「
資
料
と
研
究
」
第
二
十
四
輯
目
次
 

７

館
の
日
誌
・
利
用
の
ご
案
内
 

８

開
館
三
十
周
年
記
念 
特
設
展

「
太
宰
治 

生
誕

110
年

― 

作
家
を
め
ぐ
る
物
語 

―
」
開
催

二
〇
一
九
年
四
月
二
十
七
日（
土
）〜
六
月
二
十
三
日（
日
）

太
宰
治
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
」
原
稿
　
寄
託
資
料

与
謝
野
晶
子
「
法
隆
寺
な
ど
行
く
如
し
甲
斐
の
御
酒

春
鶯
囀
（
し
ゅ
ん
の
う
て
ん
）
の
か
も
さ
る
ゝ
蔵
」

軸
装

寄
託
資
料
　
萬
屋
（
よ
ろ
ず
や
）
醸
造
店
蔵

晶
子
は
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
秋
に
南
巨
摩
郡

富
士
川
町
に
あ
る
萬
屋
醸
造
店
を
訪
れ
る
。
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初
め
て
読
ん
だ
太
宰
は
、「
走
れ
メ
ロ
ス
」
と

「
女
生
徒
」だ
っ
た
は
ず
だ
。
少
年
少
女
向
け
の

文
学
全
集
の
太
宰
の
巻
は
、
そ
の
二
つ
の
短
篇

が
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　
で
も
、
も
ち
ろ
ん
、
収
録
さ
れ
て
い
た
の
は

二
篇
だ
け
で
は
な
い
わ
け
で
、「
お
伽
草
紙
」
と

か
「
ろ
ま
ん
燈
籠
」、「
乞
食
学
生
」
な
ん
か
が

入
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
い
ま
や

も
う
、
定
か
で
は
な
い
け
れ
ど
、「
ろ
ま
ん
燈

籠
」
と
「
乞
食
学
生
」
は
、
わ
り
と
好
き
だ
っ

た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　「
走
れ
メ
ロ
ス
」は
学
校
の
教
科
書
に
も
た
し

か
載
っ
て
い
て
、
読
ん
だ
け
れ
ど
も
強
く
違
和

感
が
あ
っ
て
、
長
い
こ
と
好
き
に
な
れ
な
か
っ

た
。
友
だ
ち
を
人
質
に
残
す
意
味
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
の
だ
。
安
野
光
雅
さ
ん
が
新
聞
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で「
走
る
な
メ
ロ
ス
。
友
達
に
頼
め
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
だ
が
、
ほ
ん
と
う
に

そ
の
通
り
で
、
友
人
の
命
を
危
険
に
さ
ら
さ
な

い
で
、
妹
の
結
婚
式
に
届
け
る
服
の
配
達
の
ほ

う
を
、
友
人
に
頼
め
ば
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
そ
う
な
る
と
、
メ
ロ
ス

が
走
ら
な
い
の
で
小
説
が
成
り
立
た
な
く
な

る
。

　
し
か
し
、
何
年
か
前
に
読
み
返
し
て
み
て
、

多
少
変
な
と
こ
ろ
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
勢
い
が

あ
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
直
し
た
。
太

宰
の
小
説
は
、
計
算
さ
れ
尽
く
し
た
精
巧
さ
な

ど
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
書

き
手
の
肉
声
を
楽
し
め
ば
よ
い
の
だ
と
思
う
。

若
い
時
は
そ
れ
が
苦
手
で
、
肉
声
は
勘
弁
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
作
者
の
声
が

あ
ま
り
に
透
明
化
さ
れ
て
い
る
文
章
と
い
う
の

も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ど
こ
か
、
つ
ま
ら
な
い
も

の
で
も
あ
る
。「
走
れ
メ
ロ
ス
」は
太
宰
中
期
の

代
表
作
の
一
つ
で
、
中
期
の
特
徴
は
あ
か
る
く

て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
と
こ
ろ
だ
。
そ
う
い
う
太
宰

も
い
る
の
だ
と
、
中
期
の
作
品
群
は
高
ら
か
に

宣
言
し
て
い
る
。

　
太
宰
フ
ァ
ン
の
多
く
が
バ
イ
ブ
ル
の
よ
う
に

だ
い
じ
に
し
て
い
る
、
晩
年
の
代
表
作
「
人
間

失
格
」
が
、
じ
つ
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
の

で
、
太
宰
に
つ
い
て
語
っ
た
り
書
い
た
り
す
る

こ
と
は
、
い
つ
も
ち
ょ
っ
と
ば
か
り
躊
躇
や
遠

慮
が
伴
う
。
太
宰
は
「
人
間
失
格
」
に
書
い
た

話
（
も
ち
ろ
ん
、
ほ
と
ん
ど
は
自
分
の
話
だ
け

れ
ど
）
を
何
度
も
何
度
も
書
い
て
い
る
。
デ

ビ
ュ
ー
短
篇
集
の
最
初
の
一
篇
か
ら
し
て
、
そ

の
話
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
旧
家
に
生
ま
れ
育
っ
た

文
学
青
年
の
、
心
中
に
よ
る
自
殺
未
遂
あ
り
、

精
神
病
院
行
き
あ
り
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
太
宰
は
こ
の
自

分
自
身
の
伝
記
的
ス
ト
ー
リ
ー
で
遊
び
始
め

る
。
心
中
事
件
で
死
ん
だ
は
ず
の
女
が
生
き
て

い
て
語
る
と
い
う
バ
ー
ジ
ョ
ン
や
、
太
宰
の
乳

兄
弟
が
主
人
公
と
い
う
バ
ー
ジ
ョ
ン
な
ど
が

あ
っ
て
、
私
が
い
ち
ば
ん
好
き
な
の
は
「
春
の

盗
賊
」
と
い
う
、「
六
十
、
七
十
ま
で
生
き
の
び

て
、
老
大
家
」
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
る

「
私
」（
も
ち
ろ
ん
、
太
宰
の
分
身
）
が
語
り
出

す
短
篇
だ
。

　
作
中
で
太
宰
は
繰
り
返
し
、「
作
者
」
と
「
作

中
の
『
私
』」
を
混
同
し
な
い
よ
う
に
と
、読
者

に
注
意
を
促
す
。「
作
者
」
と
「
作
中
の
一
人
称

の
語
り
手
」
は
、
し
ば
し
ば
読
者
に
よ
っ
て
同

じ
人
物
だ
と
誤
解
さ
れ
が
ち
だ
け
れ
ど
も
、
小

説
の
中
の
「
私
」
は
、
作
家
自
身
と
は
限
ら
な

い
。
た
と
え
、
作
家
自
身
の
自
伝
的
な
要
素
を

取
り
入
れ
て
い
よ
う
と
も
、
そ
れ
を
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
化
す
る
人
物
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
化
さ

れ
る
人
物
と
は
違
う
。
少
な
く
と
も
ま
っ
た
く

違
う
「
状
態
」
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。

　
そ
う
考
え
な
が
ら
読
む
と
、
太
宰
治
は
一
般

に
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
魂
が
そ
の
ま
ま
叫

び
出
し
た
み
た
い
な
作
家
で
は
な
く
、
何
を
書

く
か
よ
り
も
ど
う
書
く
か
に
苦
心
し
た
作
家
な

の
だ
と
感
じ
ら
れ
る
。

　
ど
う
書
く
か
。
読
者
を
い
か
に
し
て
ス
ト
ー

リ
ー
に
巻
き
込
む
か
を
考
え
て
、
工
夫
し
て
書

く
こ
と
、
し
ば
し
ば
読
者
を
笑
わ
せ
て
楽
し
ま

せ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
に
つ
い
て
、

太
宰
は
「
心
づ
く
し
」
あ
る
い
は
、
読
者
へ
の

「
親
切
」と
呼
ん
だ
。
私
は
太
宰
の
こ
う
し
た
読

者
へ
の
思
い
や
り
が
、
そ
の
文
学
の
特
徴
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
晩
年
の
「
人
間
失
格
」
は
、
書
く
題
材
と
作

者
の
距
離
が
と
て
も
近
い
感
じ
が
す
る
の
で
、

そ
こ
が
私
を
少
し
敬
遠
さ
せ
る
要
素
な
の
だ

が
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
の
「
は
し
が
き
」、
そ

れ
と
「
恥
の
多
い
生
涯
を
送
っ
て
来
ま
し
た
」

と
い
う
手
記
の
書
き
出
し
は
、
好
き
嫌
い
は
あ

れ
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
も
の
な
の
で
、
や
は
り

太
宰
は
最
後
ま
で
、
読
者
へ
の
「
親
切
」
を
忘

れ
な
い
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
小
説
家
）
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■
開
館
三
十
周
年
記
念 

特
設
展

「
太
宰
治 

生
誕

110
年

―
作
家
を
め
ぐ
る
物
語
―
」

 

展
示
資
料
よ
り

①
太
宰
治
　
井
伏
節
代
宛
葉
書

　
一
九
三
六（
昭
和
十
一
）年
十
二
月
八
日
消
印

当
館
蔵

　
昨
年
、
新
た
に
収
蔵
し
た
井
伏
鱒
二
の
妻
に

宛
て
た
絵
葉
書
で
、
表
面
は
「FA

M
O

U
S 

PLACES O
F ATAM

I

（
熱
海
名
所
）
梅
林
の

美
観
」の
文
字
が
印
刷
さ
れ
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
。

　
太
宰
は
、
一
九
三
六
年
十
一
月
十
二
日
、
パ

ビ
ナ
ー
ル
中
毒
の
治
療
の
た
め
入
院
し
て
い
た

東
京
武
蔵
野
病
院
を
退
院
。
井
伏
夫
妻
は
入
院

か
ら
退
院
、
退
院
後
の
住
ま
い
さ
が
し
ま
で
世

話
を
し
て
い
る
。
退
院
か
ら
約
二
週
間
後
に
、

当
時
、
生
活
を
と
も
に
し
て
い
た
小
山
初
代
を

東
京
に
残
し
て
熱
海
温
泉
に
赴
き
、「
二
十
世
紀

旗
手
」
を
脱
稿
し
た
。
初
め
は
旅
館
八
百
松
に

滞
在
し
た
が
、
葉
書
に
「
昨
夜
、
ま
へ
の
宿
、

出
さ
れ
ま
し
て
、
こ
ち
ら
へ
移
り
ま
し
た
」
と

あ
る
よ
う
に
、十
二
月
七
日
、村
上
旅
館
に
移
っ

た
。
十
二
月
下
旬
、
檀
一
雄
は
初
代
に
頼
ま
れ

て
宿
代
等
の
金
を
太
宰
の
許
に
届
け
る
が
、
二

人
は
支
払
い
を
せ
ず
に
遊
ん
で
金
を
使
い
果
た

し
た
た
め
、
檀
が
人
質
に
な
り
、
太
宰
が
東
京

の
井
伏
の
家
に
借
金
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
熱
海
事
件
」
が
お
き
た
。

　
当
時
の
状
況
は
、
井
伏
鱒
二
「
十
年
前
頃 

─ 

大
宰
治
に
関
す
る
雑
用
事
」（「
群
像
」
一
九
四

八
年
十
一
月
）
や
檀
一
雄
『
小
説
太
宰
治
』（
一

九
四
九
年
十
一
月 

六
興
出
版
社
）
な
ど
に
詳
し

い
。

②
太
宰
治
　
高
田
英え

い

之の

助す
け

宛
書
簡

　
一
九
三
九（
昭
和
十
四
）年
二
月
四
日
消
印

当
館
蔵

　
二
〇
〇
九
年
の
企
画
展
「
太
宰
治
展 

生
誕
100

年
」
以
降
に
、
新
た
に
収
蔵
し
た
高
田
英
之
助

宛
書
簡
の
内
の
一
点
。

　
高
田
英
之
助
（
一
九
一
一
～
一
九
九
一
　
広

島
県
福
山
市
生
ま
れ
）
は
「
東
京
日
日
新
聞
」

の
記
者
で
、
同
郷
の
井
伏
鱒
二
に
師
事
。
甲
府

支
局
時
代
に
知
り
合
っ
た
斎
藤
須
美
子
と
結
婚

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
井
伏
が
須
美
子
の

両
親
に
太
宰
の
結
婚
相
手
を
探
し
て
く
れ
る
よ

う
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
須
美
子
の
甲
府
高
等
女

学
校
の
後
輩
で
あ
る
石
原
愛
子
の
姉
美
知
子
を

紹
介
さ
れ
た
。

　
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
一
月
八
日
に
、

杉
並
の
井
伏
宅
で
太
宰
と
美
知
子
の
結
婚
式
が

行
わ
れ
た
が
、
一
方
で
高
田
は
、
体
調
を
崩
し
、

新
妻
の
須
美
子
を
残
し
て
単
身
、
大
島
に
渡
っ

た
。
太
宰
は
、
本
書
簡
で
二
月
十
八
日
に
来
甲

す
る
こ
と
に
な
っ
た
高
田
に
、
斎
藤
家
の
様
子

を
知
ら
せ
、
二
人
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。
結
局
、
十
八
日
の
来
甲

は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
同
年
十
二
月
、
二
人

は
世
田
谷
区
松
原
で
結
婚
生
活
を
始
め
た
。
こ

の
ほ
か
、
新
た
に
収
蔵
し
た
高
田
宛
の
封
書
一

点
、
葉
書
七
点
、
電
報
三
点
（
全
集
未
収
録
）

も
併
せ
て
展
示
す
る
。

③
地
下
足
袋
断
片

当
館
蔵

　
太
宰
は
、一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
四
月
、

妻
の
美
知
子
と
子
ど
も
二
人
に
続
い
て
、
甲
府

市
水

す
い
も
ん
ち
ょ
う

門
町
二
九
（
現･

朝
日
一
丁
目
）
の
石
原
家

に
疎
開
し
た
。

　
本
資
料
は
、
甲
府
に
疎
開
中
に
使
用
し
て
い

た
地
下
足
袋
の
一
部
と
思
わ
れ
る
。
小こ

は
ぜ鉤

が
つ

い
た
も
う
片
方
の
断
片
に
も
太
宰
の
本
名
と
石

原
家
の
住
所
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
甲
府
で
は
、
甲こ

う
う
ん運
村
（
現･

甲
府
市
和わ

戸ど

町ま
ち

）

に
疎
開
し
て
い
た
井
伏
鱒
二
を
訪
ね
た
り
、
山

梨
の
文
学
者
ら
と
交
流
を
持
っ
た
が
、
七
月
六

日
の
深
夜
、
甲
府
市
街
が
Ｂ
29
型
重
爆
撃
機
に

よ
る
空
襲
を
受
け
、
石
原
家
は
焼
失
。
疎
開
中

に
書
き
上
げ
た
『
お
伽
草
紙
』
二
百
枚
の
原
稿

は
、
持
ち
出
し
て
無
事
だ
っ
た
。
こ
の
体
験
は

翌
年
十
一
月
、「
薄
明
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。

太
宰
一
家
は
、
石
原
家
か
ら
約
一
キ
ロ
北
の

新し
ん
や
な
ぎ
ま
ち

柳
町
（
現･

武
田
三
丁
目
）
の
大
内
家
に
二
十

日
ほ
ど
身
を
寄
せ
た
後
、金か

な

木ぎ

町
（
現･

五
所
川

原
市
）
の
生
家
に
再
疎
開
し
た
。

 

（
学
芸
課
　
保
坂
雅
子
）

太宰治　高田英之助書簡　1939年２月４日消印（部分）
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開
館
三
十
周
年
記
念 

閲
覧
室
資
料
紹
介

　「
映
像
に
な
っ
た
文
学
作
品

平
成
を
ふ
り
返
っ
て
」
に
つ
い
て

　
谷
崎
潤
一
郎
や
川
端
康
成
な
ど
、様
々
な
作

家
た
ち
が
映
画
を
愛
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

文
学
作
品
を
原
作
と
し
て
作
ら
れ
た
映
画
は
、

多
く
存
在
し
ま
す
。
文
学
が
映
画
を
支
え
、映

画
に
よ
っ
て
時
代
を
超
え
て
文
学
が
新
た
な

輝
き
を
放
つ
。
映
画
と
文
学
は
、相
思
相
愛
の

関
係
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
当
館
閲
覧
室
で
は
、
開
館
三
十
周
年
記
念
　

閲
覧
室
資
料
紹
介「
映
像
に
な
っ
た
文
学
作
品
　

平
成
を
ふ
り
返
っ
て
」
と
題
し
、映
画
や
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
な
ど
、平
成
の
時
代
に
映
像
化
さ
れ

た
文
学
作
品
や
関
連
資
料
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
四
月
七
日
（
日
）
ま
で
開
催
中
で
、入
場

無
料
で
す
。

　
映
画
「
道
―
白
磁
の
人
―
」
や
「
太
陽
の
坐

る
場
所
」
な
ど
、
原
作
と
な
っ
た
図
書
や
、
関

連
す
る
雑
誌
記
事
、
ま
た
、
一
部
の
作
品
に
つ

い
て
は
映
像
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、閲
覧
室
内
に
二
部
屋

あ
る
ビ
デ
オ
ブ
ー
ス
で
、ゆ
っ
た
り
と
視
聴
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
資
料
紹
介
で
は
、平
成
と
い
う
時
代
を

ふ
り
返
り
な
が
ら
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
、平
成
に
起
こ
っ
た
出
来
事
や
流
行

語
を
年
表
に
し
、資
料
と
共
に
展
示
し
て
い
ま

す
。

　
紹
介
す
る
文
学
作
品
が
、な
ぜ
平
成
の
そ
の

年
に
映
像
化
さ
れ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
き
っ

と
、平
成
と
い
う
時
代
の
流
れ
が
関
係
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。今
回
ご
紹
介
し
て
い
る
資
料

の
中
に
、
井
上
靖
著
『
お
ろ
し
や
国
酔
夢
譚
』

の
昭
和
四
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
初
版
本
が

あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、漂
流
し
て
ロ
シ
ア
に

渡
り
、様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
日
本
に
帰
っ

て
き
た
大だ
い

黒こ
く

屋や

光こ
う

太だ

夫ゆ
う

の
生
涯
を
描
い
た
小

説
で
、
映
画
化
さ
れ
、
平
成
四
年
に
公
開
さ
れ

ま
し
た
。
撮
影
は
、
平
成
三
年
、
極
寒
の
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
で
行
わ
れ
て
お
り
、こ
の
年
に
ソ
連

は
崩
壊
し
ま
す
。
こ
の
映
画
は
、ソ
連
解
体
に

至
る
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
い
う
改
革
の
流
れ

が
な
け
れ
ば
、撮
影
が
難
し
か
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
展
示
は
、
そ
の
よ
う
な
、

映
像
化
の
背
景
に
も
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
山
梨
県
立
文
学
館
は
、平
成
元
年
に
開
館
し

て
か
ら
、今
年
で
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
平

成
の
あ
ゆ
み
は
、文
学
館
の
あ
ゆ
み
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
年
表
に
は
、
当
館
に
関
す
る

出
来
事
も
掲
載
し
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、開
館
か
ら
現
在
ま
で
に
開
催
し

た
企
画
展
図
録
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。一
冊
一

冊
の
図
録
に
、当
館
の
歩
ん
で
き
た
歴
史
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。図
録
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

で
、
観
た
く
て
も
観
ら
れ
な
か
っ
た
展
示
や
、

も
う
一
度
観
た
か
っ
た
展
示
を
、じ
っ
く
り
と

味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
最
後
の
年
を
、平
成
と
共
に
歩
ん
で
き

た
山
梨
県
立
文
学
館
で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

（
資
料
情
報
課
　
中
島
桂
子
）

閲

覧

室

よ

り

［
寄
贈
資
料
よ
り
］

（
平
成
三
十
年
八
月
～
三
十
一
年
一
月
）

○
清
水
久
美
子
氏
よ
り
辻
邦
生
書
簡
二
点
、

　
図
書
四
点
。

○
一
瀬
茂
氏
よ
り
「
野
間
文
芸
賞
（
第
五
十
一

回
）
野
間
文
芸
新
人
賞
（
第
二
十
回
）
平
成

十
年
度
要
項
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
　
ほ
か
特
殊

資
料
一
一
四
点
、
図
書
四
点
、
雑
誌
七
点
。

○
秋
山
正
統
氏
よ
り
秋
山
秋
紅
蓼
「
青
〻
と
山

蒼
々
海
征
く
と
こ
ろ
に
捷
つ
」
一
枚
物
ほ
か

二
一
三
点
。

○
小
林
秋
生
氏
よ
り
里
見
弴
「
多
情
即
仏
心
」

扇
面
額
装
。

○
柏
木
鉄
雄
氏
よ
り
高
浜
虚
子
「
新
蕎
麦
会
選

句
稿
」
軸
装
ほ
か
四
点
。

○
中
村
修
二
氏
よ
り
中
村
修
二
画
「
冬
の
動
物

園
」
挿
絵
原
画
八
点
。

○
浅
川
徹
氏
よ
り
浅
川
徹
画
「
同
調
と
バ
ラ
ン

ス
」
挿
絵
原
画
十
二
点
。

○
古
屋
良
昭
氏
よ
り
古
屋
良
昭
画
「
逕
を
ゆ

く
」
挿
絵
原
画
二
十
点
。

○
上
條
暁
隆
氏
よ
り
上
條
暁
隆
画
「
春
泥
」
挿

絵
原
画
五
点
。

○
石
井
耕
氏
よ
り
「『
祖
国
の
砂
　
日
本
無
名

詩
集
』
を
跡
付
け
る
」
抜
き
刷
り
。
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○
大
人
の
た
め
の
初
心
者
俳
句
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
定
員
40
名
）

講
師
　
井
上
康
明
（
俳
人
・「
郭
公
」
主
宰
）

４
月
27
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

会
場
　
研
修
室

※
要
申
込
。往
復
葉
書
に
①
郵
便
番
号
②
住
所

③
氏
名
・
ふ
り
が
な
④
電
話
番
号
を
明
記

し
、
当
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
〆
切
３
月
22
日
（
金
）
必
着

○
初
心
者
短
歌
教
室
（
定
員
20
名
）

講
師
　
三
枝
浩
樹
（
歌
人
・
山
梨
県
歌
人
協

会
会
長
）

５
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

６
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

会
場
　
研
修
室

※
要
申
込
。往
復
葉
書
に
①
郵
便
番
号
②
住
所

③
氏
名
・
ふ
り
が
な
④
電
話
番
号
を
明
記

し
、
当
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
〆
切
４
月
19
日
（
金
）
必
着

○
読
書
会

基
本
的
に
毎
月
第
二
日
曜
日
の
午
前
十
時

か
ら
開
催
。

５
月
19
日
（
日
）
藤
原
正
彦

６
月
９
日
（
日
）
太
宰
治

※
読
書
会
の
年
間
予
定
は
チ
ラ
シ
ま
た
は
四

月
以
降
の
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。
お
電
話
か
葉
書
（
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
展
示
室

常
設
展

○
第
一
～
四
室
（
展
示
室
Ａ
）
の
展
示
替
え

各
コ
ー
ナ
ー
の
展
示
替
え
と
と
も
に
、第
一

室
で
開
館
三
十
周
年
を
記
念
し「
近
代
文
学

の
名
作
」
を
テ
ー
マ
に
、期
間
限
定
の
資
料

■
教
育
普
及
事
業

　
※
各
企
画
・
講
座
と
も
参
加
・
受
講
無
料

○
年
間
文
学
講
座
（
定
員
５
０
０
名
）

・
講
座
１
「
日
本
文
学
と
富
士
山
―
古
典
を

中
心
に
」

　
昨
年
度
に
続
き
「
日
本
文
学
と
富
士
山
」
を

共
通
テ
ー
マ
に
、本
年
度
は
古
典
分
野
に
お

け
る
講
義
を
開
催
し
ま
す
。都
留
文
科
大
学

の
先
生
方
五
名
に
よ
る
リ
レ
ー
式
講
座
で

す
。

講
師
　
鈴
木
武
晴
（
都
留
文
科
大
学
教
授
）

５
月
10
日
（
金
）「
万
葉
集
の
山
部
赤
人
の

富
士
の
山
を
望
る
歌
」

６
月
７
日
（
金
）「
万
葉
集
の
高
橋
虫
麻
呂

の
富
士
の
山
を
詠
む
歌
」

・
講
座
２
「
い
ま
『
文
豪
』
の
作
品
を
読
み

な
お
す
―
伝
記
と
代
表
作
の
関
係
」

講
師
　
大
木
志
門
（
山
梨
大
学
准
教
授
）

５
月
30
日
（
木
）「
太
宰
治
「
道
化
の
華
」
―

「
前
衛
」
時
代
の
太
宰
」

６
月
20
日
（
木
）「
田
山
花
袋
「
蒲
団
」
―

「
私
」
を
描
く
ま
で
の
苦
闘
」

・
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
　
会
場
　
講
堂

※
お
電
話
か
当
館
受
付
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

○
名
作
映
画
鑑
賞
会
（
定
員
５
０
０
名
）

・
午
後
１
時
30
分
～
　
会
場
　
講
堂

※
申
込
不
要
。
当
日
定
員
を
超
え
た
場
合
、そ

れ
以
降
の
入
場
を
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

※
年
間
文
学
講
座
、名
作
映
画
鑑
賞
会
の
年
間

予
定
は
、チ
ラ
シ
ま
た
は
四
月
以
降
の
当
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

展
示
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

・
春
の
常
設
展

３
月
12
日
（
火
）
～
６
月
２
日
（
日
）

近
代
文
学
の
名
作
１
　
樋
口
一
葉

「
た
け
く
ら
べ
」
～
４
月
21
日
（
日
）

近
代
文
学
の
名
作
２
　
樋
口
一
葉

「
に
ご
り
え
」
4
月
23
日
（
火
）
～

・
夏
の
常
設
展

６
月
4
日
（
火
）
～
８
月
25
日
（
日
）

近
代
文
学
の
名
作
３

芥
川
龍
之
介
「
或
阿
呆
の
一
生
」

○
第
五
室
（
展
示
室
Ｂ
）
の
展
示
替
え

山
梨
出
身
・
ゆ
か
り
の
文
学
者
一
〇
四
名
を

二
期
に
分
け
て
展
示
。

・
小
説
・
評
論
・
随
筆
・
翻
訳
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
・
戯
曲
・
脚
本
・
童
話
・
童
謡

４
月
27
日
（
土
）
～
９
月
１
日
（
日
）

・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
漢
詩

10
月
５
日
（
土
）
～
３
月
８
日
（
日
）

※
第
五
室
は
３
月
12
日
（
火
）
～
４
月
26
日

（
金
）
は
休
室
し
ま
す
。

■
閲
覧
室
［
入
場
無
料
］

○
閲
覧
室
資
料
紹
介

・「
映
像
に
な
っ
た
文
学
作
品
　
平
成
を
ふ
り

返
っ
て
」
～
４
月
７
日
（
日
）

・「
太
宰
治
を
読
む
」

４
月
27
日
（
土
）
～
６
月
23
日
（
日
）

○
文
学
者
の
誕
生
日
に
ち
な
ん
だ
資
料
紹
介

・「
飯
田
蛇
笏
」(

４
月
26
日
生
ま
れ)

４
月
19
日
（
金
）
～
５
月
９
日
（
木)

○
書
庫
見
学

６
月
８
日
（
土
）

①
午
前
11
時
～
　
②
午
後
２
時
～

館
か
ら
の
ご
案
内

　
次
の
皆
様
か
ら
も
図
書
・
雑
誌
等
を
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
こ
の
他
に
団
体
の
方
々
か
ら
も
ご
寄
贈
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

相
原
　
悦
夫

相
原
　
千
里

赤
星
　
美
佐

芦
澤
　
紗
知
子
　

石
川
　
博

一
瀬
　
公
弘

井
上
　
康
明

大
橋
　
毅
彦

岡
田
　
日
郎

尾
崎
　
左
永
子

片
山
　
由
美
子

勝
又
　
浩

角
川
　
春
樹

川
﨑
　
勝
信

岸
本
　
尚
毅

清
須
　
浩
光

小
谷
　
瑛
輔

小
林
　
璃
沙

小
山
　
弘
明

最
光
　
蝕

清
水
　
康
次

進
藤
　
通
子

鈴
木
　
一
正

鈴
木
　
ひ
と
み

反
田
　
た
か
子

田
村
　
元

鶴
田
　
清
司

中
村
　
吾
郎

中
村
　
幸
子

中
村
　
啓
信

野
澤
　
俊
之

秦
　
恒
平

平
松
　
伴
子

備
仲
　
臣
道

堀
内
　
万
寿
夫

松
本
　
徹

三
橋
　
透

宮
坂
　
玲
子

山
村
　
泰
彦

渡
辺
　
め
ぐ
み
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■
平
成
30
年
度
の
教
育
普
及
事
業
報
告

◇
企
画
展
「
草
野
心
平
展
　
ケ
ル
ル
ン
ク
ッ
ク

の
詩
人
、
富
士
を
う
た
う
。」
関
連
事
業

　
十
月
二
十
一
日
に

小
説
家
の
島
田
雅
彦

氏
に
よ
る
講
演
会

「
牧
歌
へ
の
回
帰
」
を

開
催
。草
野
心
平
の
詩

の
世
界
観
や
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
さ
ら
に
十
月
二
十
八
日
に
詩
人
・
作
家
の
蜂は
ち

飼か
い

耳み
み

氏
に
よ
る
「
草
野
心
平
、
詩
の
理
想
を
求

め
て
」
を
、
十
一
月
十
日
に
は
都
留
文
科
大
学

教
授
の
阿
毛
久
芳
氏
に
よ
る
「
宮
沢
賢
治
、
高

村
光
太
郎
、
そ
し
て
草
野
心
平
―
コ
ス
モ
ス
、

世
界
共
通
意
識
と
孤
絶
意
識
に
か
か
わ
っ
て

―
」
と
題
す
る
講
演
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し

た
。
ま
た
、
当
館
学
芸
員
の
講
座
と
し
て
、
十

月
十
七
日
（
水
）
に
学
芸
員
の
伊
藤
夏
穂
に
よ

る
「
草
野
心
平
と
富
士
山
―
展
示
の
み
ど
こ
ろ

―
」
を
開
講
し
た
。

◇
文
学
創
作
教
室

三
枝
昻
之
館
長
・
三
枝
浩
樹
氏
に
よ
る
短
歌

講
座

　
九
月
八
日
（
土
）
と
十
二
月
十
五
日
（
土
）、

短
歌
経
験
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て

短
歌
講
座
を
行
っ
た
。
二
つ
の
講
座
は
そ
れ
ぞ

れ
単
独
で
募
集
を
行
い
、
九
月
は
三
枝
館
長
、

十
二
月
は
三
枝
浩
樹
氏
（
歌
人
・「
沃
野
」
代

表
）
が
講
師
を
担
当
し
た
。

　
九
月
は
一
般
二
十
九
名
、
高
校
生
九
名
が
、

十
二
月
は
一
般
十
二
名
、
高
校
生
二
十
四
名
が

参
加
し
た
。

　
前
半
は
短
歌
の
詠
み
方
に
関
す
る
講
義
、
後

半
は
参
加
者
が
事
前
に
提
出
し
た
歌
を
講
師
が

批
評
す
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。

　
今
年
度
は
高
校
生
の
受
講
者
が
多
く
、
そ
の

中
の
一
人
が
詠
ん

だ
歌
が
一
月
に
開

催
さ
れ
た
宮
中
歌

会
始
の
詠
進
歌
に

選
出
さ
れ
た
こ
と

は
、成
果
の
一
つ
と

な
っ
た
。

◇
朗
読
公
演
会
「
耳
で
聴
く
芥
川
龍
之
介
～
名

作
『
鼻
』『
歯
車
』
の
世
界
」

　
九
月
二
十
四
日
（
月
）、朗
読
公
演
会
が
開
催

さ
れ
た
。
華か

の
ん
企

画
の
制
作
で
、
辻つ
じ

輝て
る

猛た
け

、
山や

ま

谷や

典の
り

子こ

、
井い

の

上う
え

倫の
り

宏ひ
ろ

の
三
名
の
俳

優
に
よ
り
芥
川
龍
之

介
「
鼻
」「
歯
車
」

の
朗
読
が
行
わ
れ

た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
プ
ロ
の
人
達
の
発
音
や

感
情
が
素
晴
ら
し
く
、
つ
い
つ
い
聴
き
入
っ
て

し
ま
っ
た
」「
文
学
館
ら
し
い
企
画
で
良
か
っ

た
と
思
う
」
等
の
感
想
が
あ
っ
た
。

◇
博
学
連
携
事
業

・
出
前
授
業
（
実
施
順
）

「
短
歌
の
作
り
方
」
講
座

浅
川
中
・
都
留
高
・
鰍
沢
中
・
中
央
高
（
４

校
）

「
俳
句
の
作
り
方
」
講
座

北
杜
市
放
課
後
子
ど
も
教
室
（
須
玉
・
大

泉
・
武
川
・
長
坂
・
明
野
計
５
回
）

「
秋
山
秋
紅
蓼
の
人
と
作
品
」
解
説

鰍
沢
中
（
１
校
）
※
秋
紅
蓼
は
同
校
校
歌
の

作
詞
者

・
移
動
文
学
館
（
貸
出
順
）

石
川
啄
木
等
身
大
パ
ネ
ル
セ
ッ
ト

御
坂
中
・
長
坂
中
・
中
央
高
・
石
和
中
（
４

校
）

飯
田
蛇
笏
・
龍
太
ち
ま
ち
ま
人
形
セ
ッ
ト

中
央
高
（
１
校
）

村
岡
花
子
と
「
赤
毛
の
ア
ン
」
セ
ッ
ト

中
央
高
・
上
野
原
西
中
・
国
母
小
（
３
校
）

宮
沢
賢
治
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
世
界
セ
ッ
ト

中
央
高
・
富
河
小
・
境
川
小
・
国
母
小
・

御
坂
西
小
・
山
城
小
（
６
校
）

特
設
展
「
作
家
の
デ
ビ
ュ
ー
展
」
関
連

（
文
豪
ス
ト
レ
イ
ド
ッ
グ
ス
）
セ
ッ
ト

中
央
高
・
鰍
沢
中
・
東
桂
中
・
御
坂
中
・

田
富
中
・
押
原
中
・
富
竹
中
・
櫛
形
中
・

巨
摩
高
・
白
根
高
・
甲
府
南
高
・
玉
穂
中
・

玉
幡
中
・
甲
府
昭
和
高
（
14
校
）

芥
川
龍
之
介
の
夏
休
み
セ
ッ
ト

御
坂
中
・
鰍
沢
中
・
上
野
原
高
・
中
央
高

（
４
校
）

・
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
共
催
事
業

「
あ
な
た
の
心
を
鏡
開
き
太
神
楽
入
門
」

７
月
31
日
（
火
）

講
師
　
か
が
み
も
ち
（
夫め
お
と婦

太だ
い

神か
ぐ
ら楽

）

　
　
　
太
神
楽
師
　
丸ま
る

一い
ち

仙せ
ん

三ざ

・
丸
一
仙せ

ん

花か

・「
平
成
30
年
度
初
任
者
研
修
博
学
連
携
研
修
」

10
月
19
日
（
金
）

学
校
教
育
活
動
の
中
で
、
文
学
館
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
か
を
グ
ル
ー
プ
で
討
議

し
、
交
流
し
合
っ
た
。

・
来
館
実
績

（
館
内
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
来
館
順
）

都
留
文
科
大
学
・
鰍
沢
中
・
市
川
中
・
身

延
中
・
白
根
御
勅
使
中
・
韮
崎
東
中
・
八

田
中
・
高
根
中
・
田
富
中
・
櫛
形
中
・
甲

西
中
・
双
葉
中
・
若
草
中
・
玉
穂
中
・
押

原
中
・
城
西
高
・
長
坂
中
・
中
央
高
・
北

東
中
・
甲
斐
清
和
高
・
和
洋
女
子
大
・
塩

山
高
・
新
田
小
・
宝
小
・
甲
府
城
西
高
・

女
子
学
院
高
・
甲
府
昭
和
高
・
山
梨
学
院

小
・
甲
府
看
護
専
門
学
校
（
29
校
）
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一
、
応
募
状
況

　
本
文
学
賞
は
、山
梨
県
と
深
い
ゆ
か
り
を
持

つ
樋
口
一
葉
の
生
誕
一
二
〇
年
を
記
念
し
て
、

平
成
四
年
に
制
定
さ
れ
た
。山
梨
県
の
文
学
振

興
と
、
日
本
の
文
化
発
展
を
図
り
、
今
回
も
小

説
募
集
と
研
究
・
評
論
の
推
薦
を
受
け
る
二
部

門
で
実
施
し
た
選
考
委
員
は
小
説
部
門
が
坂

上
弘
・
佐
伯
一
麦
・
長
野
ま
ゆ
み
、
研
究
・
評

論
部
門
は
、・
中
島
国
彦
・
関
川
夏
央
・
兵
藤

裕
己
の
各
氏
。

　
小
説
部
門
の
応
募
作
品
数
は
三
一
三
編
。う

ち
男
性
は
二
二
三
編
、女
性
八
七
編
。
山
梨
県

内
か
ら
は
二
三
編
だ
っ
た
。

　
研
究
・
評
論
部
門
の
推
薦
延
数
は
一
二
一

編
。う
ち
自
薦
が
九
編
（
単
行
本
八
冊
　
雑
誌

掲
載
一
編
）、
他
薦
が
一
一
二
編
（
す
べ
て
単

行
本
）
だ
っ
た
。

二
、
選
考
結
果

　
選
考
会
は
、
小
説
部
門
を
二
月
十
二
日
に
、

研
究
・
評
論
部
門
を
二
月
十
四
日
に
學
士
會
館

で
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、受
賞
作
を
決
定
し
た
。
選

考
結
果
の
発
表
を
、
三
月
一
日
に
行
っ
た
。

　
小
説
部
門
の
や
ま
な
し
文
学
賞
に
は
百
万

円
、
同
佳
作
二
編
に
は
各
三
十
万
円
、
研
究
・

評
論
部
門
の
や
ま
な
し
文
学
賞
二
編
に
は
各

五
十
万
円
の
賞
金
が
贈
ら
れ
る
。

　
ま
た
、小
説
部
門
の
三
編
は
山
梨
日
日
新
聞

紙
上
及
び
同
紙
電
子
版
に
掲
載
、や
ま
な
し
文

学
賞
「
ロ
グ
ア
ウ
ト
」
は
単
行
本
と
し
て
刊

行
す
る
。

◆
受
賞
作
品
◆

小
説
部
門

□
や
ま
な
し
文
学
賞

・
「
ロ
グ
ア
ウ
ト
」足あ

立だ
ち

絵え

り莉
（
愛
媛
県
在
住
）

［
受
賞
の
言
葉
］

　
こ
の
度
は
、や
ま
な
し
文
学
賞
と
い
う
名
誉

あ
る
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、誠
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。選
考
委
員
の
先
生
方
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。歴
代
の
素
晴
ら
し
い
受
賞

者
の
末
席
に
名
を
連
ね
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
文
学
の
郷
、
愛
媛
県
で
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。愛
媛
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
豪
夏
目
漱

石
を
は
じ
め
、正
岡
子
規
と
い
う
偉
大
な
俳
人

を
生
み
出
し
た
地
元
に
と
て
も
愛
着
を
持
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、理
系
出
身
だ
っ
た
私

が
本
格
的
に
文
学
に
親
し
み
始
め
た
の
は
少

し
遅
く
、二
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
こ
と
で
し

た
。
言
葉
で
表
現
す
る
面
白
さ
を
知
っ
て
か

ら
、
多
く
の
本
と
親
し
み
、
山
梨
県
に
ゆ
か
り

の
あ
る
樋
口
一
葉
の
作
品
と
出
会
い
、生
い
立

ち
や
作
品
の
背
景
な
ど
を
辿
っ
て
い
く
な
か

で
、努
力
家
で
向
上
心
が
高
く
と
て
も
本
が
好

き
な
一
葉
に
想
い
を
馳
せ
る
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。そ
こ
で
「
私
も
何
か
自
分
の
言
葉

で
書
い
て
み
た
い
」
と
思
い
立
ち
、初
め
て
小

説
の
形
に
仕
上
げ
た
の
が
、
今
回
の
作
品
で

す
。

　
今
後
、文
学
と
し
て
の
小
説
を
書
い
て
い
く

に
あ
た
り
、本
日
い
た
だ
い
た
栄
誉
を
励
み
と

し
、
文
学
の
探
究
、
執
筆
へ
の
努
力
な
ど
自
己

研
鑽
を
積
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ

の
度
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

□
や
ま
な
し
文
学
賞
佳
作

・
「
息
子
」

　
福ふ
く
し
ま島

敏と
し
ま
さ真

（
北
海
道
在
住
）

・
「
バ
ー
ス
デ
イ
ケ
ー
キ
」

　
大や
ま

和と

マ
ヤ
（
埼
玉
県
在
住
）

研
究
評
論
部
門

□
や
ま
な
し
文
学
賞

・
鈴す
ず

木き

俊と
し
ゆ
き幸

『
近
世
読
者
と
そ
の
ゆ
く
え
　
読
書
と
書

籍
流
通
の
近
世
・
近
代
』（
二
○
一
七
年

十
二
月
）

（
略
歴
）
中
央
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単

位
取
得
満
期
退
学
。
中
央
大
学
文
学
部
教

授
。
東
京
都
在
住
。

・
山や
ま
も
と本
芳よ

し
あ
き明

『
漱
石
の
家
計
簿
　
お
金
で
読
み
解
く
生

活
と
作
品
』（
二
○
一
八
年
四
月
）

（
略
歴
）
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
人

文
科
学
研
究
科
国
語
国
文
学
専
門
課
程
単

位
取
得
満
期
退
学
。学
習
院
大
学
文
学
部
教

授
。
東
京
都
在
住
。

■
「
資
料
と
研
究
」
第
二
十
四
輯
目
次

　
　
Ａ
５
判
一
二
〇
頁
・
三
月
下
旬
発
行

・
講
演
録
「
草
野
心
平
、
詩
の
理
想
を
求
め

て
」 

蜂
飼
耳

・
講
演
録
「
井
伏
鱒
二
の
笑
い
と
悲
し
み
」

町
田
康

・
井
伏
鱒
二
書
簡 

翻
刻

―
熊
王
徳
平
・
岩
月
く
ま
・
小
尾
十
三

　
ほ
か
―

中
野
和
子

・
佐
佐
木
信
綱
・
和
歌
革
新
へ
の
道

　
　
―
長
歌
改
良
を
め
ぐ
っ
て

三
枝
昻
之

・
飯
田
蛇
笏
　
高
室
呉
龍
宛
書
簡 

翻
刻

高
室
有
子

・
佐
佐
木
茂
索
日
記
「
且
楽
軒
誌
」
壱
・
弐 

翻
刻

保
坂
雅
子

・
中
村
星
湖
作
成
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
㉕

そ
の
七飯

沼
典
子
・
小
林
幸
代
・
中
島
桂
子

■ 
�
口
一
葉
記
念

第
二
十
七
回
や
ま
な
し
文
学
賞
結
果



第 107 号　（ 8 ）2019（平成31）年3月10日 山 梨 県 立 文 学 館　　館 報

■開館時間
○展示室　９：00～17：00（入室は16：30まで）
○閲覧室・研究室　９：00～19：00（土・日・祝日は18：00

まで）
○講　堂・研修室　９：00～21：00
○茶　室　９：00～21：00（準備・片付けの時間も含みます）
○ミュージアムショップ　９：30～16：20
■休館日（３月～６月）
○３月４・11・18・25日
○４月１・８・15・22日
○５月７・13・20・27日
○６月３・10・17・24日
■常設展観覧料

※65歳以上の方、障害者手帳をご持参の方と介護の方、並び
に小・中・高・特別支援学校生の観覧料は無料です。

施設利用のお申し込みについて
○講堂・研修室・研究室・茶室の申し込みは、使用しようとす

る日の６ヶ月前から原則として10日前までです。
☆いずれも休館日は受け付けません。使用上の注意は申し込み

の際、ご説明いたします。

山梨県立文学館　館報　第 107 号
　平成 31 年 3 月 10 日発行
　　　編集兼　　三　枝　昻　之　　　発行人
　　　発行所　　山 梨 県 立 文 学 館
　　　〒４００－００６５
　　　山梨県甲府市貢川一丁目５－３５
　　　☎ 055（235）8080　FAX 055（226）9032
http://www.bungakukan.pref.yamanashi.jp/
※紙面・記事・写真等の無断転載・転用

はお断りします。

館　の　日　誌
９・15（土）	年間文学講座１「武将ゆかりの寺々の伝説―恵林

寺ほか」　講師　長谷川千秋（山梨大学教授）
９・16（日）	茶室「素心菴」にて呈茶
９・19（水）	出前授業（北杜市武川放課後子ども教室）
９・21（金）	企画展「歿後30年　草野心平展　ケルルンクック

の詩人、富士をうたう。」レセプション
	 閲覧室資料紹介「草野心平の世界」（～ 11・25）
９・22（土）	企画展「歿後30年　草野心平展　ケルルンクック

の詩人、富士をうたう。」開始（～ 11・25）
９・24（月・祝）朗読公演会「耳で聴く芥川龍之介―名作「鼻」

「歯車」の世界」
	 製作　華のん企画
	 出演　辻輝猛（俳優・演出家）・山谷典子（俳優・

劇作家）・井上倫寬（演劇集団円所属）
10・３（水）	飯田蛇笏・龍太碑前祭
	 出前授業（北杜市長坂放課後子ども教室）
10・６（土）	名作映画鑑賞会「愛と死を見つめて」
10・７（日）	茶室「素心菴」にて呈茶
10・11（木）	教師のための学習会
10・14（日）	第６回読書会
10・17（水）	企画展関連講座「草野心平と富士山―展示のみど

ころ」　講師　伊藤夏穂（当館学芸員）
10・18（木）	年間文学講座２「帰朝者たちの富士山―永井荷風・

横光利一」　	講師　古川裕佳（都留文科大学教授）
10・19（金）	総合教育センター共催事業　初任者博学連携研修
10・21（日）	企画展関連講演会「牧歌への回帰」
	 講師　島田雅彦（小説家）
10・26（金）	閲覧室　文学者の誕生日にちなんだ資料紹介
	 「山崎方代」（～ 11・15）
10・27（土）	年間文学講座１「山河と甲陽八景―自然を歌う」
	 講師　長谷川千秋（山梨大学教授）
10・28（日）	企画展関連講演会「草野心平、詩の理想を求めて」
	 講師　蜂飼耳（詩人・作家）
11・１（木）	年間文学講座２「富士山と国語教科書―国定教科

書を中心に」
	 講師　牛山恵（都留文科大学名誉教授）
11・７（水）	出前授業（鰍沢中学校）

11・10（土）	企画展関連講演会「宮沢賢治、高村光太郎、そし
て草野心平―コスモス、世界共通意識と孤絶意識
にかかわって」

	 講師　阿毛久芳（都留文科大学名誉教授）
11・11（日）	第７回読書会
11・17（土）	名作映画鑑賞会「幕末太陽傳」
11・20（火）	書庫見学
	 茶室「素心菴」にて呈茶
11・24（土）	年間文学講座１「人々の暮らしと文化―天狗伝説・

荏草孫右衛門」
	 講師　長谷川千秋（山梨大学教授）
11・30（金）	閲覧室　文学者の誕生日にちなんだ資料紹介
	 「与謝野晶子」（～ 12・20）
12・６（木）	年間文学講座２「富士山と国語教科書２―検定教

科書を中心に」
	 講師　牛山恵（都留文科大学名誉教授）
12・９（日）	年間文学講座３「句会の記録をよむ―子規・虚子・

碧梧桐の記録から」講師　高室有子（当館学芸幹）
	 第８回読書会
12・15（土）	年間文学講座１「まとめ・開府以前の「やまなし」

―和歌刻書土器が教えてくれること」
	 講師　長谷川千秋（山梨大学教授）
	 文学創作教室「三枝浩樹短歌講座」
12・16（日）	茶室「素心菴」にて呈茶
１・６（日）	茶室「素心菴」にて呈茶
１・12（土）	第９回新春百人一首教室　	講師　竜王かるた会
１・13（日）	第９回読書会
１・26（土）	「開館30周年記念　新収蔵品展　手書きのリズ

ム」開始（～ 3・24）
２・１（金）	閲覧室　文学者の誕生日にちなんだ資料紹介
	 「中村星湖」（～２・21）
２・６（水）	出前授業（北杜市明野放課後子ども教室）
２・８（金）	閲覧室資料紹介「映像になった文学作品　平成を

ふり返って」（～４・７）
２・10（日）	第10回読書会
３・10（日）	やまなし文学賞表彰式
	 第11回読書会

利用のご案内

個　人
団体

（20人以上）
美術館との
共　通　券

一 般 320円 250円 670円

大 学 生 210円 170円 340円


